
（平成２２年２月３日報道資料抜粋）

１．今回のあっせん等の概要

（１）年金記録の訂正の必要があるとのあっせんを実施するもの 1 件

厚生年金関係 1 件

年金記録確認山形地方第三者委員会分

年金記録に係る苦情のあっせん等について



 

山形厚生年金 事案 919 

 

第１ 委員会の結論 

事業主は、申立人が昭和 56 年７月５日に厚生年金保険被保険者資格を取得

し、58 年９月１日に同資格を喪失した旨の届出を社会保険事務所（当時）に

行ったことが認められることから、当該期間に係る厚生年金保険被保険者資

格の取得日に係る記録を 56 年７月５日に、喪失日に係る記録を 58 年９月１

日に訂正することが必要である。 

なお、当該期間の標準報酬月額については、昭和 56 年７月から 57 年９月

までの期間を 11 万 8,000 円、同年 10 月から 58 年７月までの期間を 12 万

6,000円、同年８月を 14 万 2,000円とすることが妥当である。 

 

第２ 申立の要旨等 

  １ 申立人の氏名等 

氏    名 ： 男 

基礎年金番号 ：  

生 年 月 日 ： 昭和５年生 

住    所 ：  

 

  ２ 申立内容の要旨 

 申 立 期 間 ： 昭和 56年７月５日から 58年９月１日まで 

 社会保険事務所（当時）に厚生年金保険の加入期間について照会したと

ころ、申立期間について、加入していた事実が確認できなかったとの回答

をもらった。 

 しかし、私は、申立期間にＡ株式会社に勤務しており、所持する昭和 56

年分の確定申告書では社会保険料等が記載されており、厚生年金保険料が

給与から差し引かれていた記憶もあるので、申立期間について厚生年金保

険に未加入とされていることに納得がいかない。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

   申立人が勤務していたとするＡ株式会社から提出のあった人事記録、雇用

保険の加入記録及び複数の同僚の供述から、申立人は申立期間当時、当該事

業所に勤務していたことが確認できる。 

   また、Ｂ健康保険組合の被保険者台帳によると、申立人は当該事業所にお

いて、昭和 56 年７月５日に被保険者資格を取得し、58 年９月１日に同資格

を喪失したことが確認できる。 



 

   さらに、当該事業所では、「健康保険と厚生年金保険の加入手続は複写式

で同時に行われていたので、健康保険に加入している者は、厚生年金保険に

も加入していたはずであり、給与から厚生年金保険料を控除していたと思

う。」と回答しているところ、申立期間前後に当該事業所で健康保険の被保

険者資格を取得した者 10 人は、いずれも健康保険の同資格の取得と同時に

厚生年金保険の被保険者資格を取得していることが確認でき、当該事業所に

おける健康保険と厚生年金保険の取扱いが一体的になされていたことがうか

がえる。 

   加えて、Ｂ健康保険組合では、「申立期間当時、健康保険の得喪届につい

ては複写式の様式を使用しており、同健康保険組合に提出したものと同一内

容の書類を社会保険事務所（当時）にも提出していた。」と回答している。 

   これらを総合的に判断すると、事業主は申立人について、昭和 56 年７月５

日に厚生年金保険被保険者資格を取得した旨の届出及び 58 年９月１日に同

保険を喪失した旨の届出を社会保険事務所（当時）に行っていたものと認め

られる。 

   なお、申立期間の標準報酬月額については、Ｂ健康保険組合の被保険者台

帳の記録から、昭和 56 年７月から 57 年９月までの期間は 11 万 8,000 円、

同年 10 月から 58 年７月までの期間は 12 万 6,000 円、同年８月は 14 万

2,000円とすることが妥当である。 

    


